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研究成果の概要（和文）：本研究では、医療者の感情に着目して怒り感情マネジメント教育のプログラムを構築
することを目的とした。
医療者の感情マネジメントについて看護管理者に情報提供し、教育プログラムのニーズに応じて職位職域別の集
合研修を実施した。教育プログラムは、不安や怒りへの対処に有効なアンガーマネジメントの技法を用い、講義
とグループによる事例検討、身近な体験を題材とした演習を組み合わせて構成した。医療安全に関する内容のほ
か、ストレスマネジメント、離職予防や職場内のコミュニケーションなどへのニーズが高く、医療のみでなく介
護現場の虐待防止等の教育ニーズが高かったことから、介護職向けの教育テキストを作成した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to develop an educational program of anger 
management focusing on emotions of medical professionals. We provided information to nursing 
administrators about emotion management of medical professionals, and conducted collective training 
corresponding to each division and position on their request. The educational program consists of 
lectures, group case studies, and exercises based on common experiences. The technique of anger 
management dealing with anxiety and anger was used. There were various topics including medical 
safety, stress management, prevention of departure from work, communication in the workplace and 
prevention of abuse of nursing care sites. In accordance with educational needs educational texts 
for nursing care workers were published. 

研究分野： 地域・老年看護学

キーワード： 看護管理学　暴力　感情マネジメント
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１．研究開始当初の背景 
 医療現場で発生する患者から医療者へ向

けた暴言や暴力によって、医療者に自尊心の

低下を引き起こし、患者へのケアの提供を阻

害することが明らかになっている。また、医

療者同士でも意図せず相手を傷つける場合

があり、これは深刻な問題である。したがっ

て、暴力の問題へ医療者が適切に対応できる

よう組織的かつ包括的な取り組みが求めら

れる。 
 国際看護師協会(ICN, 2007)は、医療現場

で発生する暴力は看護師の個人の尊厳と自

尊心を低下させ、質の高いケアの提供を妨げ

ることを指摘している。日本看護協会の指針

においても、包括的かつ組織的な暴力の予防、

対応、再発防止が求められている(2006)。医

療現場で発生する暴力・暴言への対策は喫緊

である。 
 暴力発生の報告は、看護師の負傷や器物破

損などの場合に限定され、言葉の暴力につい

ては、ほとんど報告されていない。暴力を受

けた看護師は、患者への対応の自信のなさや

自責感から報告を躊躇する傾向がある。また、

暴力事例を報告しても、対策が講じられない

ばかりか、上司からの助言指導の場面に限ら

ず、同僚や他の医療職種、事務職などから対

応の未熟さを指摘されるなど、さらに精神的

な傷を負う二次的被害の問題が生じていた。

患者からの暴力だけでなく職員の言動が意

図せず暴力となる危険性が明らかになった

(田辺,2013)(田辺,2009)。 
 医療安全において、暴力を患者側の問題と

して捉えるだけでなく、医療者自身の感情へ

の影響を考える必要がある。医療者が不安や

苛立ちの感情を適切にマネジメントできな

いまま患者にかかわると、患者の暴力を誘発

する危険性がある。また、暴力を受けた医療

者は、その患者への敵意やケアに対する不安

が生じても、その感情をあえて意識しないよ

うにする傾向もある。暴力を受けた医療者を

支援する上司や同僚については、気持ちの余

裕がない状態では適切な対応ができず、無意

識に当事者の対応を非難してしまうなど、助

言や指導がさらに当事者を傷つける二次被

害を引き起こし、信頼を損なってしまうこと

も危惧される。これは、医療者間の暴力、す

なわちハラスメントにも通じる重要な課題

である。したがって、患者へ安全なケアを提

供するためには、医療者が感情のマネジメン

トを習得し、円滑な職場の人間関係を醸成す

る必要がある。 
 そこで研究者は、暴力を受けた医療者およ

び支援者の感情の安定と、さらなる被害を防

ぐため、医療者自身の感情への対処としてア

ンガーマネジメントに着目した。これは、怒

りや不安の感情を管理する技法として 1970
年台に米国を中心に開発された。医療現場の

暴力の予防、発生時の適切な対応、再発防止

を推進するためには、これまで研究されてき

た暴力のリスクアセスメントや身体的暴力

への介入プログラムに加えて、医療者自身の

感情のバランスを整えコミュニケーション

を円滑にする技術を習得することが重要か

つ喫緊であると考えた。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、医療者の感情に着目して、暴

力によって引き起こされる医療者の感情を

表現した事例教材を作成し、不安や怒りへの

対処に有効なアンガーマネジメントの技法

を用いて、教育プログラムを開発実施し、そ

の有用性を検証することを目的とした。すな

わち、医療者自身の感情マネジメントの獲得

によって、円滑な対人援助に基づいた安全な

医療の推進を目指すものである。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、医療現場で発生する医療者へ

の暴言や暴力によって引き起こされる医療

者の不安や怒りの感情に自身が適切に対処

する技法を獲得するため、アンガーマネジメ

ントの技法を医療安全の分野に応用した教

育プログラムを開発実施した。 
 先行研究および事前に実施された研修等

によって収集した事例から、暴力による看護

師の感情に影響する場面を精査・加工し、研

修用教材事例を作成した。 
看護師を対象とする研修会において、全職

位あるいは新人看護師、中堅看護師、管理者

など対象別に教育プログラムを実施した。さ

らに、医療専門職、事務職、介護職など職種

を広げて研修を実施して評価を繰り返しな

がら教材を修正し、教育効果の高い教材事例

を選定して、研修教材およびテキストを作成

した。 
 



４．研究成果 
 研究初年度の 2014 年度は、患者からの暴

力による看護師の感情に影響する場面を精

査・加工し、研修用教材事例を検討した。暴

力による感情面の影響について、2009 年度

から実施してきた聞き取り調査において蓄

積された事例を加工し、感情面の安定に必要

な知識の習得のための教材事例を検討した。

患者から暴言や暴力を受けた際の同僚や上

司への報告、同僚や上司からの支援などの事

例を加工し、具体的にイメージを描き、感情

面の安定に必要な知識の習得のための教材

事例を検討した。 
次に、医療者の感情面の影響に着目した事

例を教材として、怒りや不安の感情が生じる

メカニズム、自身の感情へ適切に対処するア

ンガーマネジメント技法について、講義と、

グループによる事例検討、身近な体験を題材

とした演習を組み合わせて教育プログラム

を検討した。 
 病院の院内研修などに関する教育プログ

ラムのニーズを探りながら、医療現場におけ

る医療者の感情マネジメントの必要性につ

いて啓発するため、看護系の学会等において

主に看護管理者向けに情報提供をおこなっ

た。あわせて、教育プログラムのニーズに関

する情報収集を行った。 
 感情マネジメントの教育については、研究

開始時において、現任教育の一環として取り

入れる必要性を認識している病院は増えつ

つある状況であった。しかし、医療安全に関

するニーズよりも、医療者のストレスマネジ

メント、離職予防や職場内のコミュニケーシ

ョンの円滑化などへのニーズが高い状況が

あった。情報収集を継続していくと、医療事

故や介護福祉施設における虐待事例などが

社会的に取り上げられる情勢に伴い、医療安

全に関するニーズもみえてきた。 
 院内研修の企画や精神科看護協会、各都道

府県看護協会等の団体からの依頼を受け、対

象者や企画者のニーズに応じて精神科領域

の看護師を対象とした研修会、総合病院のリ

ーダー層や管理職向けの研修等を開催した。

3年目の 2016年度は、看護職および介護職、

また看護のなかでも総合病院および精神科

のみのグループ、また職位においては初級リ

ーダークラスや主任レベルなど段階ごと独

自のニーズに応じた研修依頼があり、引き続

き職種別・職位別の教育プログラムを実施し

た。特に介護職の研修ニーズが高く、2016
年には介護職向けの教育テキストを作成、出

版した。 
 本研究は 4 年間の計画であり、研修の効果

測定のデータを集積しながら、現任教育にお

ける感情のマネジメント技術の定着を評価

することを予定していたが、教育プログラム

を提供するなかで、医療職から介護職を対象

とした教育ニーズが増え、対象規模の拡大が

見込まれたことから、2017 年度から「医療

介護職の怒り感情マネジメント教育プログ

ラムの構築（基盤研究（C））」へ移行して、

教育プログラムの効果測定を行うこととし

た。 
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